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第３回佐賀市社会教育委員の会議 会議結果（議事録概要） 

１ 開催日時  令和３年１１月１７日（水）９時５７分～１２時０２分 

２ 開催場所  青少年センター 大会議室 

３ 出席した者の氏名 

○社会教育委員  ９名 

上野景三委員、谷口仁史委員、田中夏美委員、石丸正信委員、佐藤泰弘委員、松隈智子

委員、小石美貴委員、牟田口朝子委員、長谷川淳一委員（浅井慎司委員、野口剛志委員、

原口廣枝委員、荻野亮吾委員は欠席） 

○事務局 

中村教育長、百崎教育部長 

【社会教育課】 

馬郡社会教育課長、出見副課長兼総務企画係長、北村子どもへのまなざし運動・若者支

援推進室長、北島主査、吉田主任、髙尾主任 

【公民館支援課】 

大坪公民館支援課長、中武公民館支援係長、松尾施設整備係長、末次主査 

４ 傍聴者  １名 

５ 議事  佐賀市社会教育関係事業 令和３年度の進捗状況について 

各事業を説明し、委員から質疑・意見をいただいた。なお、事務局からの回答について

は次回の会議で行う。 

（○・・・質疑、●・・・意見） 

【各種講座・事業の実施】 

○住民のニーズに対応した講座を開いているとのことだが、そのニーズはどのように調

査しているのか。 

○参加者数の制限を緩和するなどの見直しを行うことも検討していきたいということだ

が、自分たちの活動の参考として考え方を聞きたい。 

●オンライン講座をしているということで、関係機関が支援している外に出られない子

どもたちを、オンライン講座を活用して支援していくという連携もできるのではない

かと思った。 

【公民館職員の研修事業】 

●子どもたちが騒ぐことに対して、公民館によっては、きつくではないがうるさいですよ

ねと言われたことがあった。利用する方は校区の公民館にしか行かないことが多く、小

さい子ども連れの保護者は一度嫌な経験をすると公民館が遠のいてしまう。せっかく

地域とつながろうとしている人たちにとって遠い存在にならないように、研修の時に

利用者との関係性についても話をしてもらえるとありがたい。 

【子どもへのまなざし運動】 

●価値観が多様化して働き方や生き方も様々になってくると、どうしてもその情報につ
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いては、全く関心を持っていない人は見ていない状況になる。そのようなときに、市民

の個別の関心にうまく連動させて、必要な情報を届けていくことが広報において非常

に重要な視点になってくると思うので、バルーナーズとのコラボのような工夫をぜひ

続けてほしい。 

【放課後子ども教室推進事業】 

●県警では問題を抱えた子どもたちの居場所づくりを月に２回、日曜日に行っている。主

に土曜日に開催している放課後子ども教室に、県警で支援している子どもたちも一緒

に参加することができれば幅が広がると思った。 

【非行防止対策事業】 

○少年育成委員について、新型コロナウイルス感染症対策のために集団巡回から個別巡

回に変更して実施しているとのことだが、場当たり的に行くのではなく、どこに行くこ

とが必要だと思って巡回しているのか。 

●子ども・若者の悩みを受け付ける相談活動については、社会教育課で実施している家庭

教育講座などを活用して、広報する機会を増やしていけばいいと思った。 

【久米島中学生交流事業】 

●新型コロナウイルス感染症のリスクはあるが、それでも子どもたちに何ができるかを

考えていかないといけないと思っている。事業を中止するのではなく、対策を講じなが

ら実施できるように推進してもらいたい。 

【家庭教育講座開催事業】 

○家庭教育講座のオンライン配信化を検討しているのか。以前から会議の中で、聞いてほ

しい人が来てくれないことが課題になっていたと思う。コロナ禍では、やはりオンライ

ン配信も検討する必要があると思っている。時間帯を問わず見られるようにするなど、

工夫次第でこれまで届けられなかった人たちにも届けられるようになっていくのでは

ないか。 

【生活体験型学習の実施】 

●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため生活体験型学習を実施しない代わりに、ほ

かの事業ができないか地域の団体に投げかけがあっても、何かあったときに誰が責任

を取るのかという問題が出てくる。代わりにできる具体的な例を市から提案してもら

えると活動しやすいと思う。 

【全般】 

●リモートやＳＮＳなども必要だが、社会教育は対面でやる必要がどうしても出てくる。

コロナ禍で子どもたちがおとなしくなり過ぎているように感じるので、子どもの顔を

見ながら活動する場を何とかしてつくっていかなければならないと思う。 

●子どもへのまなざし運動や地域教育コーディネーターの活動をより定着していくため

には、社会教育、学校教育と併せて地域活動としっかり結びついた連携が必要ではない

かと思う。今、地域の活動力が非常に低下してきている中で、関係機関との連携の在り
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方を見直す必要があるのではないかと感じた。 

●共働きの家庭が増え、昔に比べると親や親戚からの目が減っているように感じる中、親

の手間をかけずに子どもに教育等の機会が与えられることを、保護者は一番求めてい

るのではないかと考えた。保護者としては、市の様々な事業を経験させたいと思ってい

る一方で、自分が連れていく手間はこれ以上取れないと思っている家庭も多いのでは

ないかと思う。もしそこで無理をすると、子どもに強く当たってしまい、家にいても楽

しくなかったり、社会的孤立を感じたりする子どもが増えることにつながってしまう

のではないかと思う。 


